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〈編集後記〉 
今号は、「金融教育」の混迷化現象についての論考と、本研究所と韓国檀国大学との合同研究
会報告とから成っています。 
まず、「金融教育」については、近年に金融庁や日本銀行によって「金融教育」の必要性が強
調されてきたことを著者は挙げています。そして、教育現場での授業例の検討などをおこなっ
た後に、「金融教育」のあり方について考察しています。 
金融の自由化、規制緩和が行われるなかで、「経済の金融化」と特徴づけられる事態が進行し、
その一つの帰結が今次の金融危機と考えられます。「金融教育」のむずかしさ、そしてともすれ
ば「株式学習」などといった株式投資の疑似体験に矮小化しかねない危うさも存在することを
著者が警告しているように感じました。 
次に、本研究所と韓国檀国大学との第３回合同研究会報告です。 
今次の金融危機の影響をどのように解決すべきかという課題を背景にして、2009 年８月末の
衆議院総選挙を経て、民主党・鳩山政権が誕生しました。しかし、その行く手はけっして平坦
な道ではありませんでした。早くも１年未満で菅政権に移ってしまい、そこでの財政政策と金
融政策のあり方が問われています。それぞれの政策の実際の政策効果とともに、より根本的に
は、政策目標の立て方そのものが大きく問われるところです。 
折しも、この１月中旬に菅第２次改造内閣が発足しましたが、その目玉ポストとして与謝野
馨・元「たちあがれ日本」共同代表が経済財政担当大臣に就任しました。しかし、与謝野氏は、
１年前の 2010 年１月には『民主党が日本経済を破壊する』（文春新書）を出版し、さらに同年
４月に自民党を離党して、反民主・非自民を掲げて新政党「たちあがれ日本」を結成しました。
その経歴は、安倍内閣の官房長官を始めとして自民党の要職を歴任してきたことでよく知られ
ており、自民党総裁候補でもありました。また、小泉内閣・福田内閣・麻生内閣では、他なら
ぬ経済財政担当大臣として活躍してきました。 
この与謝野氏の閣僚就任が民主党政権にとってはたしてどのような結果をもたらすのか。そ
して、何よりも国民生活にどのように影響するのか。どちらにせよ、大きな謎であることには
間違いありません。後世にも残る大事件でしょう。 （T.F.） 
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